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研究成果の概要（和文）：5年間にわたる本プロジェクト（通称LIPER3）では、過去2回のLIPER研究で抽出した図書館
情報学教育の問題構造に変化を与えるために次の実践研究を行った。

第一に、図書館情報学教育の教育内容を見直すために、新しい標準的な教科書シリーズを執筆し刊行した。第二に、こ
の標準的な教育内容に沿って各教育機関がどのような教育成果を上げているかを自己評価できるように、図書館情報学
検定試験を4年間にわたり実施した。第三に、外国の図書館情報学教育の状況を把握し関係者と交流するために、アメ
リカの標準的教科書を翻訳・刊行し、国際学会で日本の図書館情報学教育について発表し、欧米の教育機関での聞き取
り調査を実施した。

研究成果の概要（英文）：This LIPER3 project over five years after the past two phases of LIPER research 
project has been carried out as the following three types of research, in order to give a change to the 
structural condition of Japanese library and information science(LIS) education system.

First, in order to review and share the educational content of LIS, we wrote the new LIS standard 
textbook series and published them by an academic press. Second, the LIS examination has been carried out 
once a year, in order that each educational institution can evaluate its own educational content and 
educational outcomes through the self-evaluation process. Third, in order to grasp the situation of 
foreign LIS education and to exchange them each other we published a translation of the American LIS 
standard textbook, made the research communication at international conferences, and visited and carried 
out interviews at the educational institutions in Europe and the United States.
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１．研究開始当初の背景 
 平成15年から平成17年の科学研究費補助金
基盤研究（A）「情報専門職の養成に向けた図
書館情報学教育体制の再構築に関する総合的
研究」（研究代表者：上田修一慶應義塾大学
教授、以下LIPERと略称する）では、最終的に、
国際的な教育水準を見据えて日本でも図書館
情報学を専門とする大学院課程の設置を実現
することが必要なこと、そして、そのために
現行の司書課程で単なる公共図書館司書を養
成するだけでなくもっと広い図書館情報学教
育を実施することを提案し、それを促すため
の図書館情報学検定試験の実施の必要性を述
べた。 
 この「LIPER提言」を受けて平成18年から平
成21年に実施した科学研究費補助金基盤研究
（A）「情報専門職養成をめざした図書館情報
学教育の再編成」（研究代表者：根本彰東京
大学教授、以下LIPER2と略称する）では、2009
年3月にはアジア太平洋図書館情報教育国際
会議（A-LIEP2009）を開催して国際的な意見
交換をしながら、LIPER提言の個別の部分を検
討し、そのなかでも図書館情報学検定試験の
準備試験を進めた。 
 LIPER、LIPER2を実施することにより、日本
の図書館関係者や行政関係者に一定のインパ
クトを与えることができた。とくに2008年6
月の図書館法改正では、1950年の法成立後初
めて「大学における図書館に関する科目」の
実質制度化を促し、それに続く2009年4月の図
書館法施行規則改正では司書養成科目の24単
位化と「図書館情報技術論」等の新設科目設
置に影響を与えることができた。だがそれに
もかかわらず法制度整備の遅れは目につき、
日本の図書館情報学教育の本質的な課題が明
らかになったといえる。 
 
２．研究の目的 
 本研究（以下、LIPER3とする）は、このよ
うな状況において次のような課題を精細に検
討しつつ、図書館情報学教育を国際的な環境
における知識情報社会状況および大学教育制
度のなかに位置づけ、さらにこれを改善する
ための実践的な研究を行うものである。 
(1)検定試験実施による評価体制の確立 
 司書資格は国家資格であるが、大学での単
位の積み重ねで資格となり、国家試験が行わ
れない稀有な資格である。大学での養成体制
が法に明記されたことにより、これまで以上
に、関係者による自主的な評価体制をつくる
ことが必要になった。そのために、教育機関
の自主的な評価に使用できる検定試験の実施
を行う。 
(2)専門教育の内容、レベルの定立  
 LIPER2 で検定試験の準備を行ってもっと
も苦労したことのひとつは、専門的な教育内
容に関するコンセンサスが十分にないこと
である。これは養成体制の問題であるととも
に図書館情報学研究が十分に教育に反映さ
れていないからであるだろう。このため、第

一線の研究者に参加してもらい、その研究を
踏まえた標準的な教科書を執筆・刊行する。 
(3)研究教育の国際的な状況との摺り合わせ 
 こうした教育の貧困は研究状況の貧困か
らきている部分も少なくない。司書課程の教
員は図書館情報学で要求されるかなり広い
領域を少数者でカバーする必要があるため
に、研究者であるよりも教育者であることを
要求される。これが研究業績の少ない教員が
多い理由であり、全体として日本の図書館情
報学研究の貧困な状況を生み出している。ま
た、個別に国際学会での発表や外国の研究者
との交流を行っている研究者もいるが、体系
的には進んでいない。こうした状況に対応す
るために、国際的な交流を行う場を設けると
ともに、外国の図書館情報学教育機関との積
極的な結びつきを検討する。 
 以上、2003年から3年にわたって行った本研
究のLIPER提言（2006年）を概念枠組みとする
ことに変わりないが、それをより実効的に制
度化するための方策として、図書館情報学検
定試験の改善、具体的な図書館情報学研究パ
ラダイムの確認とその内容の教科書化および
教材化、図書館情報学教育の国際化を推進す
ることを最終目的とする。 
 
３．研究の方法 
 LIPER、LIPER2の二つの研究で蓄積された共
同研究のノウハウの蓄積があるのでそれを継
承することから始まる。具体的には、2003年
LIPER報告を基点として教育研究体制を検討
することであり、検定試験を準備することで
あり、日本図書館情報学会を足がかりにする
ことである。これらを生かしながら、この研
究では研究パラダイムそのものの見直しと再
構築に取り組む。とくに外国の研究と比較し
ながらも日本的な状況下で生まれた図書館情
報学の独自性を明確にし、それを伸ばすこと
を行うところが独創的な点である。 
 研究組織として、研究代表者が会長を務め
ていた日本図書館情報学会を拠点にして、そ
の常任理事会や編集委員会、研究委員会で中
心になって活動している次代を担う若手研究
者を結集して、図書館情報学の研究教育を総
括し、今後について議論を詰める。図書館情
報学の研究拠点は一部の大学をのぞくと多く
の大学にばらばらに存在していて、共同研究
を行う機会が乏しい傾向があるので、多くの
研究者を動員することで、図書館情報学のパ
ラダイムそのものの意識的見直しをはかり、
2010年代のこの領域の行方を見据えようとす
るものである。 
 
４．研究成果 
(1)検定試験実施による評価体制の確立 
 図書館情報学の専門教育と従来の司書課
程教育を結びつける方法として、図書館情報
学検定試験を開発して、2010 年から 2013 年
度まで公開の場での検定試験を実施して、そ
の結果を受験者、担当大学に返し、全体的な



分析を行った。まず、LIPER2 において出題し
た問題を集めた『図書館情報学検定試験問題
集』（日本図書館協会 2010）を分担執筆した。
試験問題作成においては、各分野の専門家が
集まって 5 肢択一の問題を 50 問用意した。
この過程でこの領域の教育課程のさまざま
な問題が指摘された。試験自体は 11 月末に
全国の 6〜8 会場において一斉に行い、実施
後採点を行って、受験者に返却した。また、
年度ごとの全体的な評価を行って実施大学
の担当者に送った。2014 年度には、蓄積され
た4年分のデータをまとめて報告書として刊
行し公表した。 
 結果としては、図書館情報学系の受験者の
得点（50 点満点）が一番高く、それ以外の専
攻の受験者と一定の差が見られた。 

 また、図書館情報学の各分野毎の得点値に
関して、図書館情報学専攻学生、司書課程学
生、社会人を含むその他を比べると、図書館
情報学専攻の学生と社会人その他の受験者
が司書課程その他の学生よりも得点が高い
ことが確認できた。（2013 年度試験）これら
の結果は、この試験が図書館情報学の専門試
験としての妥当性があることを示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)専門教育の内容、レベルの定立 
 日本における図書館情報学専門教育を推
進するための基盤を形成するにあたって、図
書館情報学の専門教育内容を明確にするこ
とが必要である。このために、図書館情報学
の標準的教科書として「シリーズ図書館情報
学」全 3巻を執筆し、2013 年に東京大学出版
会から出版した。 
第 1 巻『図書館情報学基礎』（根本彰編）１
知識と図書館情報学  ２メディアと知識資
源   ３情報利用者と利用行動  ４学術コミ
ュニケーション  ５計量情報学 ６図書館情
報学をつくる 

第 2巻『情報資源の組織化と提供』（根本彰, 
岸田和明編）１情報資源の管理とアクセス 
２情報資源組織論１：資源組織化  ３情報資
源組織論２：分類・索引４情報検索  ５ウェ
ブ情報資源の管理とアクセス ６情報資源と
情報資源サービス 
第 3 巻『情報資源の社会制度と経営』（根本
彰編）１情報・知識資源制度の構造 ２情報
資源管理の法的関係 ３情報資源経営の基
礎 ４情報資源経営各論１ ５情報資源経営
各論２ 
 加えて、科研のメンバーによって日本の戦
後の図書館情報学教育全体を見直すための
資料集の編集作業を行い、中村百合子，松本
直樹, 三浦太郎, 吉田右子編著，根本彰監
修による出版物『図書館情報学教育の戦後
史：資料が語る専門職養成制度の展開』（ミ
ネルヴァ書房）を 2015 年 3月に刊行した。 
(3)研究教育の国際的な状況との摺り合わせ 
 日本の図書館情報学専門教育を外国の同
教育と比較するためにいくつかの事業を実
施した。まず、アメリカの図書館情報学の標
準的教科書リチャード・ルービン著『図書館
情報学概論』第 3版の翻訳書（東京大学出版
会）を準備して、2014 年 6月に刊行した。次
に、三輪眞木子放送大学教授の研究プロジェ
クトと連携して、Quality Assurance in LIS 
Education: An International and 
Comparative Study(Springer)を刊行し、研
究代表者は日本の図書館情報学の現状を分
析した論考(Is the GALAPAGOS Phenomenon 
Over? : Second Consideration of Japanese 
LIS Education in the International 
Setting)を執筆している。 
 また、研究代表者は 2014 年にヨーロッパ
（コペンハーゲン、リヨン）およびアメリカ
（ホノルル）の図書館情報学専門教育機関を
訪問し、専門教育の実態を聞き取りした。そ
の成果の一部は、2015 年 4月に『場所として
の図書館・空間としての図書館：日本・アメ
リカ・ヨーロッパを見て歩く』（学文社刊）
として刊行した。 
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